
一般社団法人日本内科学会 令和 4 年度 第 2 回 理事会議事録 

 
１．日 時  令和 4 年 9 月 9 日（金）14 時～15 時 25 分 
２．場 所  東京都文京区本郷 3 丁目 28 番 8 号 
       一般社団法人日本内科学会事務所会議室を開催場所とする Web 会議 
３．理事総数 20 名  出席した理事の数 17 名 

出席者 ［理事］ 
       南学正臣（理事長）、張替秀郎（副理事長）、金井隆典、服部信孝、福田恵一、山内敏正、横手幸太郎、 

駒津光久、有馬 寛、新実彰男、稲垣暢也（副理事長）、塩島一朗、吉治仁志、山本一博、門脇則光、 
下田和哉、三谷絹子の 17 名 

      ［監事］ 
       梶波康二、北園孝成の 2 名 

［その他出席者］ 
小室一成（第 120 回講演会会長）、森田啓行（第 120 回講演会準備委員長）、 
中村昭伸（第 121 回講演会準備委員長）、横山彰仁（専門医制度審議会会長）、 
須永眞司（専門医部会会長）の 5 名 

欠席者     ［理事］ 
       奥村利勝、中本安成、須藤信行の 3 名 

［監事］ 
持田 智の 1 名 

［その他欠席者］ 
渥美達也（第 121 回講演会会長）、髙橋和久（和文誌編集主任）、大平弘正（英文誌編集主任）の 3 名 

 
４．議事の経過及び結果 

 南学正臣理事長が議長となり、次の 18 議案について逐次審議することとなった。今回は Web 会議ソフト（ZOOM）を利

用して開催し、情報伝達の即時性と双方向性を確認した後、議事に入った。 
 
 第１議案 第 119 回講演会関係事項 

事務局より、本年 4 月に開催した第 119 回講演会の会計報告があり、承認を得た。 
 第２議案 第 120 回講演会関係事項 

 （１）開催概要について 
小室第 120 回講演会会長より、講演会の概要と日程表について報告があり、了承を得た。 

（２）一般演題について 
小室第 120 回講演会会長より、一般演題の募集について報告があり、了承を得た。 

 （３）その他 
   小室第 120 回講演会会長より、第 120 回講演会記念講演会の開催について報告があり、了承を得た。 
 第３議案 専門医制度審議会関係事項 

 （１）本年度審議会報告 

横山審議会会長より、試験委員会報告、救急委員会報告、認定内科医資格の今後の取り扱い、総合内科専門医の機構

認定保留と今後、J-OSLER 検討委員会報告、COVID-19 の影響に伴う専攻医に向けた措置の取り扱い、厚生労働省か

らの医師臨床研修制度に関するアンケートについて報告があり、了承を得た。 
 （２）第 2 回内科専門医資格認定試験合格者の認定 
   第 2 回内科専門医資格認定試験合格者 2,246 名の内科専門医資格の申請があり、承認を得た。 
 第４議案 専門医部会関係報告 

須永専門医部会会長より、令和 5 年度予算、令和 4 年度事業中間報告、事業計画と令和 4 年度各支部および県単位の活動

中間報告・活動計画について報告があり、了承を得た。専門医部会でサブスペシャルティからジェネラルに戻りたいという

人たちに対しての再教育についても議論されているとの報告があった。 
第５議案 学会在り方検討委員会関係報告 

三谷委員長より、本年度委員会の報告があり、了承を得た。なお、サブスペシャルティからジェネラルに戻りたいという

人たちへの再教育システム（リカレント教育）について、生涯教育委員会、専門医制度審議会、専門医部会の３委員会合同

で委員会を構成し、議論を深めていただきたいとの提案があり、了承を得た。議長より、それぞれの委員会から委員を推薦

し、本件について検討するような組織を作っていただきたいとの発言があった。 
第６議案 学術集会運営委員会関係報告 

 山本委員長より、本年度委員会の報告、第 121 回講演会の計画のアウトライン、第 50 回内科学の展望等について報告が

あり、了承を得た。 
 第７議案 生涯教育委員会関係報告 
 有馬委員長より、本年度委員会の報告、本年度生涯教育講演会の開催状況、2023 年度生涯教育講演会開催計画等について



の報告があり、了承を得た。なお、2023 年度からは A・B・C の各セッションの開催回数を 2 回から 1 回とすることについ

て改めて説明があった。 
第８議案 学術誌編集委員会関係報告 

 （１）日本内科学会雑誌編集委員会報告 
下田担当理事より、日本内科学会雑誌の本年度の発行状況と既に決まった特集号の内容や特別掲載の内容等について

報告があり、了承を得た。 
（２）Internal Medicine 編集委員会報告 

事務局より、Internal Medicine の本年度の Online Journal の発行状況と投稿数、採択率ならび採択数、Impact Factor
（1.282）について報告があり、了承を得た。 

 第９議案 総務委員会関係報告 
 （１）本年度委員会報告 

議長より、本年度委員会の報告があり、了承を得た。なお、医学会総会奨励賞の候補者推薦について、推薦が決まっ

ていた 2 名のうち 1 名の先生（平田悠先生）からその後、辞退の連絡があったため、審議の際に次点として評価されて

いた先生（戸田郷太郎先生）を繰り上げて推薦することとなった旨報告があり、了承を得た。 
（２）令和 5 年度名誉会員、功労会員候補者について 

事務局より、令和 5 年度名誉会員、功労会員候補者について説明があり、承認を得た。 
（３）令和 5 年度理事、各委員会委員候補者の推薦依頼について 

事務局より、支部からの令和 5 年度理事、各委員会委員候補者推薦の依頼について説明があり、了承を得た。 
 （４）令和 5 年度評議員候補者の推薦依頼について 
   事務局より、令和 5 年度評議員候補者の推薦依頼について説明があり、了承を得た。 
 （５）行政処分にかかる会員の処分について（令和 4 年 8 月 4 日発効） 
   議長より、厚生労働省の行政処分（令和 4 年 8 月 4 日発効）を受けた会員 3 名に対して提示資料の通り処分したいと

の提案があり、承認を得た。 
第１０議案 利益相反委員会関係報告 

 議長より、本年度委員会の報告があり、了承を得た。 
第１１議案 医療安全委員会関係報告 
服部委員長より、本年度委員会の報告があり、了承を得た。 
第１２議案 財務・組織管理委員会関係事項 
議長より、本年度委員会の報告があり、了承を得た。 
第１３議案 支部関係事項 
（１）令和 5 年度支部助成金について 

塩島担当理事より、令和 5 年度の支部助成金額について別紙資料の説明と提案があり、承認を得た。 
（２）本年度支部代表者会議開催日 

塩島担当理事より、本年度の支部代表者会議の開催日程について報告があり、了承を得た。 
 第１４議案 「ダイバーシティ推進委員会」（仮）の設置について 

議長より、現 男女共同参画・働き方改革ワーキンググループについて、男女共同参画については引き続き重要課題として

推進しなければいけないことは勿論であるが、多様性については男女のみではないということで、名称を『ダイバーシティ

推進委員会』とより包括的な名称に変更した上で、ダイバーシティについてはワーキンググループから委員会に昇格させ、

働き方改革については引き続きワーキンググループとして残す形にしたいという提案があり、承認を得た。 

第１５議案 120 周年記念誌の作成について 
 議長より、内科学会が 120 周年を迎えるのにあたり、何か冊子を作成した方がよいのではないかという提案があり、理事

長、副理事長および理事長経験者の先生方で進める方針である旨報告があり、了承を得た。 
第１６議案 新入会者の件 
議長より、本年 5 月 13 日から本年 9 月 8 日までに 406 名の入会者があったとの報告があり、承認を得た。 
第１７議案 日本専門医機構関係報告 
事務局より、第 5 期執行部発足、2023 年度（令和 5 年度）専攻医応募、既存認定サブスペシャルティ領域の制度開始につ

いて、新規『学会認定・機構承認』サブスペシャルティグループの審査（本年 9 月）、内科専門医合格者の研修実績データの

取り扱いについて、内科から研修可能な新規サブスペシャルティ領域と基本領域間のダブルボード、日本専門医機構の社員

総会運営について報告があり、了承を得た。 
第１８議案 その他 

（１）日本移植学会からの宣言に対する同意・発出の依頼について 
  議長より、日本移植学会からイスタンブール宣言について同意・発出の依頼があったとの説明があり、日本移植学会・

日本腎臓学会・日本内科学会の 3 学会でこれに endorse し合同声明を出すことで了承を得た。 
（２）今後の理事会等開催予定 

議長より、今後の理事会等開催日程について報告があり、了承を得た。 
議長より、事前に用意した議案は以上だが他にないか諮ったところ、有馬理事から J-OSLER の症例登録数および病

歴要約数の負担軽減等に関する質問が寄せられた。また、これに関して横手理事からも、複数の大学から「負担軽減の



要望書」が提出されていることは重要であり、コロナや働き方改革など、当初は想定されなかった大きな外部環境変化

もあることから、現在の症例数が真に必要不可欠なのか等の検証も必要ではないか。また、専門医のあり方は内科学会

の大きな方向性とも関連するため、専門医制度審議会だけでなく理事会そのもので議論することも必要ではないかとの

意見が述べられた。 
 

以上により本日の議事を終了し、議長の閉会の挨拶のあと散会した。 
 
 
  令和 4 年 9 月 9 日 
 

一般社団法人日本内科学会理事会  議    長（理事長） 南学 正臣 
 
 
 

                     議事録署名人（監 事） 梶波 康二 
 
 
 

                     議事録署名人（監 事） 北園 孝成 
 
 
 
 


